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憲法擁護・非核都市の宣言

まちには こどもの笑顔がある

ひろばには 若者の歌がある

ここには 手ムたちのくらしがある

j毎を越えた かなたにも

同じ人間の くらしがある

いま 地球をおおう 核兵器は

あらゆる いのちの営みを

この しあわせを 奪い去る

私たちの憲法は

くらしを守り 自由を守り

恒久の平和を誓う

私たちは この憲法を大切にし

世界中の人びとと 子をつなぎ

核をもっ すべての国に

核兵器をすてよと訴える

この区民の声を

憲法擁護・非核都市 中野区の

宣言とする

昭和57年 8月15日

中野区



中
野
区
民
戦
争
体
験
記
録
集
l

第
三
集
ー

の
発
刊
に
よ
せ
て

神

山

好

市

中
野
区
長

中
野
区
は
、
平
和
を
願
う
多
く
の
区
民
の
声
を
背
景
に
、

一
九
八
二
年
八
月
に
「
憲
法
擁
護
・
非
核
都
市
の
宣
言
」
を
行
い
、
一
九

九
O
年
に
は
、
総
合
的
な
平
和
行
政
条
例
と
し
て
全
国
で
初
の
「
平
和
行
政
の
基
本
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
平
和
展
や
平
和
の
つ
ど
い
の
開
催
、
被
爆
地
広
島
・
長
崎
へ
の
「
平
和
の
旅
」
の
実
施
な
ど
、
様
々
な
平
和
へ
の
取
り
組
み

を
行
い
、
世
界
平
和
の
実
現
や
核
兵
器
の
廃
絶
な
ど
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

い
ま
、
東
西
冷
戦
構
造
が
崩
壊
し
、
世
界
は
対
立
か
ら
協
調
へ
と
歩
み
は
じ
め
ま
し
た
が
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
に
見

ら
れ
る
、
民
族
的
対
立
に
よ
る
悲
惨
な
争
い
な
ど
、
私
た
ち
の
胸
を
痛
め
る
事
件
が
続
い
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
太
平
洋
戦
争
の
終
結
か
ら
五

O
年
と
い
う
節
目
の
年
で
す
。
三
月
の
東
京
大
空
襲
、
五
月
の
山
の
手
大
空
襲
、
八
月
の
広

島
・
長
崎
の
原
爆
、
そ
し
て
終
戦
。
改
め
て
、
平
和
へ
の
思
い
を
区
民
一
人
ひ
と
り
の
胸
に
刻
む
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

「官
=一昌
」
十
周
年
を
機
に
、
区
で
は
、
人
々
が
平
和
の
意
義
を
認
識
し
、
平
和
な
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
を
願
っ
て
、
過
去
の

事
実
を
語
り
継
ぐ
『
戦
争
体
験
記
録
集
』
の
発
行
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
第
三
集
は
、
中
野
区
に
お
住
ま
い
の
被
爆
者
の
方
々
の
、
被
爆
体
験
を
綴
っ
た
も
の
で
す
。
区
内
に
お
住
ま
い
の
被
爆
者
の

方
々
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
ぜ
ひ
次
代
へ
あ
の
悲
惨
な
事
実
を
語
り
継
い
で
お
き
た
い
と
い
う
強
い
願
い
を
、
本
書
で
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
こ
の
第
三
集
は
、
中
学
生
や
青
年
を
含
む
「
聞
き
書
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
方
々
十
八
名
が
、
被
爆

者
を
お
訪
ね
し
て
、
共
に
言
葉
を
ひ
ろ
い
、
体
験
を
追
い
な
が
ら
文
字
に
し
た
九
編
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
の
努
力
の
結
品
は
、
参
加

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
と
ど
ま
ら
ず
、
次
の
世
代
の
貴
重
な
共
有
財
産
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
記
録
集
が
多
く
の
人
々
に
読
み
継
が
れ
、
語
り
合
わ
れ
、
人
々
の
心
に
堅
固
な
「
平
和
の
砦
」
を
作
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
願

う
と
と
も
に
、
発
行
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。



⑥ ⑤ ④ ③ ② ①帝集扇本 ノQし
い時削従掲の な き字詞の書
て使記除枚 つ げそに段い明るも ・ 漢都に
も用述し数たたれつ落もらだ用戦字合収

さにた超 。。 ぞいののかけい争は上録
あれつも過 なれてなにな現た用、、し
えていの ・ おのはいは誤代 。語 原次た 例
ていても内 、体、も、 字かかな 則 の体
原たはあ容 表験原のこ ななどとよ験
文用、る重 題記文、れ脱づづにしう記
の語原 。複 をにをあを字かかつてなは
まで文 な 指は尊るほ・いいい常補
ま不尊 ど 定表重いど当に ・ て用正い
掲適重 の し題しはこて改送は漢をず
載切を 場 てをな段し字めり、字しれ
しと原 合 あつが落たはたが常をたも
た思 sIJ は るけらの 。訂。 な用用 。原
もわと 、 場、段極 正 に漢い 文
のれし 原 合氏落端 し つ字た を
もるた 文 は名をに い表が尊
あ 言 た の 、 設少 句 てに、 重

る葉め ー こ町けな 読 はな 有名固 し
に、部れ名たい点 、い た
つ当をにを。もので漢 が
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